
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３年生の皆さん、ご卒業おめでとうござい

ます。今日までの３年間、開進四中の伝統を

受け継ぎ、発展させ後輩につなげてくれまし

た。ありがとうございました。 

さて、３年生にはお話ししましたが、東日

本大震災から４年、今も限られた環境の中で

頑張っている中学生の記事がありましたの

で紹介します。この生徒は、宮城県名取市在

住で、今春、中学を卒業する15歳小野爽花さ

んという方です。 

 

震災の日は小学５年生だった。１年後、

近隣の小学校の間借り校舎で始まった中学

生活。その夏、仮設だけど、自分たちの校

舎ができたこと、みんなで力を合わせた合

唱祭や文化祭。いろんなことが目に浮かん

できて、爽花さんも深呼吸して涙をこらえ

た。２月１０日、第１志望の県立高校に合

格した。周りを気遣い、心の中でガッツポ

ーズ。祖母が住む仮設住宅で仏壇に飾られ

た祖父、昭さんの遺影に向かって、「受かっ

たよ。ありがとう。」と手を合わせた。 

昭さんは、同市閑上（ゆりあげ）地区の

酒屋「山根屋商店」の４代目だった。地震

直後、近所の家のガス栓を閉めて回る姿が

目撃されたが、街全体をのみこんだ津波で

命を落とした。６８歳だった。 

 嫌いなものは代わりに食べてくれたし、

怒られたこともない。「うちのこと大好きだ

ったから、じいちゃんは受験も当たり前に

見守ってくれてたと思う。」 

 そんな爽花さんの受験勉強は、塾から帰 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

卒業式予行 

宅後も４畳半２間の仮設住宅で続いた。家

族で使うちゃぶ台が勉強机だった。母と弟

が横で話をしていることもあれば、テレビ

がついたままの時もある。２人が隣室で寝

入ったと思ったら、牛乳配達で朝の早い父

が隣に敷いた布団に潜り込んだ。 

「こんなとこで勉強できないよ」。父の背

中に八つ当たりしたこともある。 

受験勉強のために仮設の別棟に部屋を借

りたが、殺風景過ぎて、騒がしくても家族

のそばが落ち着けた。 

 母さんは受験までに自宅を再建し、落ち

着いた環境で勉強させてあげたいと思って

いた。申し訳ない気持ちだったが、「仮設で

勉強して志望校に受かった先輩もいるよ」

と反対に発破をかけた。 

志望校の試験会場に爽花さんを送り届け

た後、母は車の中で一人、号泣してしまっ

た。大概は文句も言わず、受験を乗り切っ

た娘を今は誇らしく思う。 

（３月１２日読売新聞から抜粋） 

東日本大震災から４年、一部では復興が進

んでいることが報じられていますが、同時に

市民生活はまだまだ厳しい状況だというこ

とも皆さん知っていると思います。復興に向

けて、私たちが今すぐできることは少ないで

すが、まずは自らの襟を正し、自分の日常生

開進第四中学校だより  
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活を振り返ることから始めたいと思います。 

それぞれが自分の生活環境を見つめて、生

活習慣を見直して、４月からの次の舞台でど

のように自分を表現し、自己実現を図ってい

くのか考えてみましょう。 

保護者・地域の皆様、一年間ご支援ご協力

ありがとうございました。校舎改築もいよい

よ本格的になってまいりました。今後とも変

わらぬご支援、ご協力をお願い申し上げます。

第１学年 校外学習 in 横須賀・猿島 

３月６日（金）１年生全員参加による校外学習を初めて実施しました。初め 

て班行動で氷川台と横須賀を往復しましたが、班長を中心によくまとまり、事 

故なく行動することができました。今回の校外学習では、平和学習と国際理解 

の２つの目的を掲げ、３年後の修学旅行につないでいく第一歩でした。当日は 

曇天でやや肌寒かったものの、記念艦三笠の見学、軍の要塞として使用された 

猿島の見学、そして横須賀在住のアメリカ人家族とのバーベキュー作りによる 

交流では、身振り手振りも交えながら、小さな子供と遊びながら、自然と打ち 

解けてコミュニケーションを図ることができました。アメリカ人家族とのお別 

れの時、小さな子供が生徒に抱きついて別れを惜しむ姿が印象的でした。 

 

 

 

 

 

 

 

国際理解・オリンピック教育推進 第２学年 留学生の授業・第３学年 JICA 国際協力 

 ３月４日（水）２年生は留学生を招いての国際理解教育を実施 

しました。今年度は練馬区内にある学校法人日本力行（りっこう）  

会に依頼し、ブラジル・タイ・中国からの留学生５名の方が来校 

しました。講師は民族衣装等に身を包み、母国の環境や国民性、 

生活等の紹介に加え、日本での生活の印象や考え方・文化の違い 

についても話していただきました。 

 一方、３年生は、異文化理解と国際 

貢献について考える機会として、青年 

海外協力隊（JICA）の方を講師に招いての授業を実施しました。今年

度はブータン・グァテマラ・ジンバブエ・ラオスの４ヶ国で支援活動

をした方が来校しました。どちらの授業も世界に目を向け、異文化理

解や日本人として日本のよさを自覚するよい機会となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

☆躍動する開四中生！！ 

◆体育優良生徒     佐々木 孝介  松下 明香里 

◆産業教育振興会表彰  三枝 輝一   大川 美嶺 

◆茶道奨励賞（裏千家） 藤﨑 愛海   堀 実佑子  泰楽 朱音 

◆バレーボール部 桜花杯準優勝 準決：黒須中 0-2 開四中 決勝：松が谷中 2-1 開四中 

◆新体操部 COCO ANGEL CUP シニアの部  最優秀賞：開進第四中学校 

  デュエット第１位：市原怜奈・海老坂由奈 第２位：藤近尚子・青木優花 

 

 

 

 

 

☆赤十字救急法（心肺蘇生・ＡＥＤ）講習会 

３月１２日（木）３年生は、日本赤十字東京都支部の指導員６名を招聘 

して救命救急法の講習会を受講しました。当日は、ダミー人形１４体を 

使って緊急事態が起きた際の初期救助の方法から心肺蘇生、ＡＥＤの使い 

方まで実際に一人一人が体験する方法で実施しました。 

また、練馬区防災課や地区避難拠点要員、ＰＴＡ役員の方も関係協力者と 

して参加し指導にあたってくださいました。大変ありがとうございました。 

 

 


